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糖 尿 病 の は な し （２）
鳥取大学医学部　尾 崎 米 厚

２型糖尿病の検査

　糖尿病はかなり進行しないと自覚症状が出ない病気なので、初期に見つけることが

大切です。糖尿病の診断は、慢性的（継続的）な高血糖があるかを調べます。

①血糖値

　『空腹時血糖（食後10時間以上経過した血糖）』

　・110㎎／ dl未満→正常

　・126㎎／ dl以上→高血糖（糖尿病型）

　『随時血糖（空腹時でないとき（食後等）の血糖）』

　・140mgl ／ dl未満→正常

　・200㎎／ dl以上→糖尿病型

　 ※それらの間は境界型と呼び、生活習慣を改善する必要があります。

②グリコヘモグロビン（HbA1c）

　（赤血球のヘモグロビンに糖が付いたもので1-2か月間の高血糖の様子を示します。）

　・6.5%以上→糖尿病型

　また、糖尿病の精密検査で受ける検査に糖負荷試験（OGTT）があります。空腹時

に75gの砂糖の入った水を飲み、その後の血糖の推移を30分おきに測り、2時間後の

値が200㎎／ dl以上だと糖尿病型です。

診�断�方�法

　糖尿病と診断するには、1回目の測定で血糖値とHbA1cの値がともに糖尿病型のと

き、1回の検査で血糖値が糖尿病型、再検査で血糖値かHbA1cのいずれかが糖尿病型

の時、1回目の検査でHbA1cが糖尿病型で、再検査で血糖値が糖尿病型のときです。

　1回だけ糖尿病型という結果の人でも、口渇、多飲、多尿、体重減少等糖尿病に独特

の症状があれば糖尿病と診断されるので、この症状がある人はすぐに受診すべきです。
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